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地が占める割合は 52%で、年間農業生産額は 660 億ユーロである。農業生産高が州の GNP に
占める割合は約 3%である。カンパーニャ州を取り上げる理由は、イタリアに 20ある州のう
ちおよそ半分が州の活動として教育農場に取り組んでいるが、カンパーニャ州はエミリア=
ロマーニャ州に続く 2 番目の州として教育農場を開始し、認証農場数が 2007 年から 2011
年の 5 年間で 127 経営から 208 経営へと 61％増加しているとおり活発な活動を行っている
と考えられるからである。 





2013 年 4 月 10 日から 15 日まで南イタリアのカンパーニャ州において農畜産加工品およ
び教育農場に関するインタビュー調査と参与観察調査を実施した。中でも本調査に関連す
るインタビュー対象者は【表 1】のとおりである。州役場に対する質問は付属資料 A、教育
牧場に対する質問は付属資料 B のとおりである。インタビューは Buonocore 氏の通訳を介





表 1 インタビュー対象者 












2013 年 4 月 15 日 





2013 年 4 月 15 日 
Alessandro Pasca 
di Magliano 
Masseria Gio Sole 教育牧場・経営者 2013 年 4 月 15 日 




2013 年 4 月 15 日の午前 9 時半に州役場の車でナポリ市内からカゼルタ県カプアにある
教育牧場ジオソーレ農園(Masseria Gio Sole)に向かった。ジオソーレ農園は敷地面積が 60
ヘクタールの大規模農場である。主に果物、野菜、ワイン用ブドウを生産している。経営




























1 ヶ月に訪れる子どもの数はおよそ 1,000 人である。1回あたり最大 200 人を受け入れる
ことができる。農園は 2 ヶ所あるのでその時は 100 人ずつそれぞれの農園に分かれる。来






ら農園までは車で 45 分程度なのでさほど遠くない。子どもたちの年齢は 7 歳であった。 
筆者らが農園に到着した時には、子どもたちはすでに 2 つのグループに分かれて活動を
行っていた。1 グループあたり約 15 名であった。1 つのグループでは、インストラクター
があらかじめ教えた講義内容に関する質問をクイズ形式で出すことによって子どもたちが
理解できたかどうかを確認していた。ゲームは果樹園で行われていた。【写真 1】 
写真 1 果樹園でクイズゲーム 
 
2013 年 4 月 15 日筆者撮影 




                                                  
1 通常はナポリの学校から訪れることが多い。 




写真 2 タルト作り 
 
2013 年 4 月 15 日筆者撮影 
 ツールも活用されている。レクチャーやクイズに使うボードなどのツールはナポリの
AgriGiochiAmo という団体が制作した。【写真 3】この団体は 3、4 年前から農場教育用コ
ミュニケーションツールの制作を始めた。 
写真 3 教育農場で利用するツール 
 
2013 年 4 月 15 日筆者撮影 
教育農場のインストラクターOrefice氏はナポリ出身でフードテクノロジーの専門家であ
る。Orefice 氏は何年もこの仕事に携わっている。農園から車で 20 分ほどのカゼルタ地区
に住んでいるがカンパーニャ州のみならず、ローマ(ラツィオ州)、トスカーナ州、シチリア
州でも教えている。ジオソーレ農園が Orefice 氏を雇っているのではなく、上記の









































                                                  
2 ジオソーレ農園では農夫が直接話す機会はないが、家族経営型小規模農場の教育農場では
農夫が子どもたちと直接話すこともある。 
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写真 4 インストラクターによるレクチャー「食の正しい選択」 
 





ラベルの見方も教える。酸度とは何か。2 つのジュースのうち 1 つの原材料は果物となっ
ていてもう 1 つは果物クリームと書いてある。それぞれどういう意味なのかを教える。 
写真 5 「食の正しい選択」ホームメイドと工業製品 
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写真 6 食育に用いるツール「五感が食の判断に与える影響」 
 























































県(Avellino)、サレルノ県(Salerno)の 5 つの県があるが、ナポリ県の専従者は 2 名で、他の






教育農場には 4 つのタイプある。1 つ目は小さい農園で、農業主や農夫が子どもたちと直
接話すタイプである。2 つ目は農業の仕事を子どもたちに見せるだけのタイプである。3 つ


















カンパーニャ州の小学校数は約 1,100 校である。小学生人口は約 35 万人で、1 年間に教
育農場を訪れる子どもは約 2 万 5 千人である。各学校は教育年間計画を策定するが、約 30%
の学校は食育活動を教育計画に組み込んでいる。食育を行うと決めた学校が教育農場を訪
れることになる。 
教育農場が 1 回あたり 40 名から 50 名の子どもを招くとするとかかる費用は約 500 ユー
ロである。子どもが負担する費用は昼食を食べない場合は 5 ユーロから 6 ユーロである。
昼食付なら 10 ユーロから 12 ユーロになる。バス代が別途 2 ユーロから 3 ユーロかかる。
子どもたちは両親からお金をもらって払っている。 










                                                  
4 現状では、教育農場における食育と学校における食育とは必ずしも連携させられているわ
けではない。たとえば、食育の 1 つの機会となる給食を取り上げると、7 割の学校の授業は
8 時から 13 時までで、学校は基本的には給食を提供しないので、子どもたちは自宅に帰っ




























































実なものにするためである。2004 年の開始当初は 50 経営の農場のみの登録であったが、




















                                                  
6 アグリツーリズモは法律によって全収入の 50%を超えてはいけないと決められているが、
教育農場についてはそういった規制はない。 

















3 日間開催される展示会、および学校向けの食と栄養に関する情報提供がある。第 1 に、科
学博物館で GNAM という名称の展示会を開く。GNAM は G(Genuine and Guaranteed)、










の専門家、学校代表、科学博物館からそれぞれ 1 名の合計 5 名が審査する。2012 年は 200
校以上の学校から応募があり、ファイナリスト(最終選考進出者)は 11 校であった。 
  
                                                  
7 ここで言う学校とは小学校、中学校、および高校であるが、教育農場の主なターゲットは
小学校の 6 歳から 10 歳の子どもたちである。大学レベルの若者も興味を示すが調理師専門
学校や農学など限られた分野の若者たちである。 
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ルであれば Olio Cilento、野菜であれば Cipollotto Nocerino(白タマネギ)や Pomodorino del 
Piennolo del Vesuvio(トマト)、果物であれば Fico Biano del Cilento(白イチヂク)、ワイン
であれば Aglianico、チーズであれば Mozzarella di Bufala (水牛のモッツァレラ)といった
ようにカンパーニャには35のDOP(Denominazione di Origine Protetta:原産地名称保護制
度)があるので、消費者が地域特有の農産物や農産加工品を選択し消費することを促進する
                                                  
8 http://www.agricoltura.regione.campania.it/comunicati/comunicato_21_05_13.html 
(2013 年 6 月 20 日参照) 














である。広告のコンテンツはたとえば「Agricoltura Campana Gusto e Cultura」というタ
イトルで DOP と STG(Specialita Tradizionale Garantita:伝統的特産品保証)の購買を促す
内容である。 













らEUがPSR (Programma di Sviluppo Rurale:農村振興政策)という農場政策を打ち出した。
農家間の競争を促すことと農家の環境保護意識を醸成させることを目的としている。予算
は EU、州、および県から出る。州役場は PSR を促進している。農家に農業の仕事を改善
                                                  
9 DOP は EU 法が規定する食料品の原産地名認定・保護のための制度である。Tallarico 氏
によると「正しい食品」「良い食品」は DOP や STG であるかどうかが 1 つの指標となる。




いう点は良いが、フィロソフィー(哲学)の 1 つにすぎないと述べる。 
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付属資料 A カンパーニャ州役場へのインタビューリスト 
1 教育農場部門はいつできましたか。When was the section founded? 
2 専従者は何名ですか。How many full time workers are there? 




What is the networking structure of other farmers, manufactures, wholesalers, retail 
stores, importers, or the Chamber of Commerce? 
5 
教育農場のプロモーションを行っていますか。最近の 3 つの例と成果を教えてください。 
What are your promotion activities? Tell me three recent examples and results. 
6 あなたの理念と目標を教えてください。What are your philosophy and objectives? 
7 
教育農場がこどもたちのために果たしている役割は何ですか。3 つ教えてください。 
What are ED roles and contributions for children? Tell me three of them. 
8 
教育農場での経験はこどもたちの将来にどのような幸せを与えますか。 
What kind of happiness does ED give to children for their future? 
9 
教育農場での経験を必要としているのはどのような子どもですか。 
Who types of children are they who need to visit and experience ED? 
10 
教育農場は学校からどのような評価を受けていますか。 
What reputation do ED receive from schools? 
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What are the issues or problems do children have?  
Does ED support anything to solve the problems? 
13 
こどもたちは生産者との接触で何を知ることができますか。 









What is the recent trend of foods consumption in Italy? (ex: The Italian prefer low calories 
foods, frozen foods consumption are increasing.) 
16 
食に関わる正しい知識をこどもたちにどのように伝えていますか。 
How do you educate children the proper and right knowledge about foods? 
17 
食の適切な選択能力をこどもたちにどのように教えていますか。 
How do you teach children the proper and correct way of selecting foods? 
18 
食はどのようなコミュニケーション機能を持っていますか。 
What kind of communicating function do foods have? 
19 
食の持つコミュニケーション機能をこどもたちにどのように教えていますか。 
How do you teach children the function of foods as communicating tools? 
20 
食を通じた「感性の醸成」をこどもたちにどのように教えていますか。 
How do you teach children to develop sensitivity? 
21 
小学校において、食に関わる学習活動は行われていますか。どのような学習活動ですか。 
Does school spend time for children to teach food education? What are they? 
22 
こどもたちの食に関わる体験学習の内容を教えてください。 
What experiential learning do children do which is related to foods? 
23 
牛乳や乳製品や牧場は食に関わる教育活動に活用されていますか。どのように? 
Are milk, daily products and daily farms used for children’s food education? How? 
24 
こどもたちに食と農業の関係をどのように伝えていますか。 
How do you teach children the relationship between foods and agriculture? 
 
付属資料 B 教育農場へのインタビューリスト 
1 創業年を教えてください。When was your farm founded? 
2 専従者は何名ですか。How many full time workers are there? 
3 事業の背景を教えてください。How did you get to start the present business? 
4 牧場では何を生産していますか。What do you produce in your farm? 
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5 年間生産高を教えてください。How much do you produce in your farm a year? 
6 
年間売上高を教えてください。 
How much is the annual sales of your farm? 
7 1 キロあたりの卸売価格はおいくらですか。How much is the wholesale price a kilo? 
8 
農産物の 1 キロあたりの卸売価格は満足のいくものですか。 
Are you satisfied with the wholesale price of your harvests? 
9 何人の卸売業者と取引がありますか。How many wholesales do you deal with? 
10 小売価格帯を教えてください。How much is the retail price a kilo? 
11 
販売経路比率(直販、卸売業者、飲食店、量販店、輸出)を教えてください。 
What is the ratio of distribution channel?  
(Direct sales, wholesalers, restaurants, general merchandising store, exports) 
12 
販売の地理的範囲を教えてください。 
Where do your consumers live? Just around the paese? Any other provinces? 
13 
量販店のバイイングパワーによって、PB 生産を求められたり値引きを交渉されることはあり
ますか。Due to bargaining power of retail stores, do cheese producers need to manufacture 




What is the networking structure of other farmers, wholesalers, retail stores, importers, 
Regione Campania or the Chamber of Commerce? 
15 
同業者間の競争はありますか。どのような競争でしょうか。 
Are there any competitions among farmers? What do they compete over? 
16 
貴社はプロモーションを行っていますか。最近の 3 つの例と成果を教えてください。 
What are your sales promotion activities? Tell me three recent examples and results. 




What are your roles and contributions for children? Tell me three of them. 
19 
あなたの牧場での経験はこどもたちの将来にどのような幸せを与えますか。 
What kind of happiness does your farm give to children for their future? 
20 
あなたの牧場での経験を必要としているのはどのような子どもですか。 
Who types of children are they who need to visit and experience in your farm? 
21 
あなたの牧場は学校からどのような評価を受けていますか。 
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What are the issues or problems do children have?  
Do you support anything to solve the problems? 
23 
こどもたちは生産者との接触で何を知ることができますか。 









What is the recent trend of foods consumption in Italy? (ex: The Italian prefer low calories 
foods, frozen foods consumption are increasing.) 
26 
食に関わる正しい知識をこどもたちにどのように伝えていますか。 
How do you educate children the proper and right knowledge about foods? 
27 
食の適切な選択能力をこどもたちにどのように教えていますか。 
How do you teach children the proper and correct way of selecting foods? 
28 
食はどのようなコミュニケーション機能を持っていますか。 
What kind of communicating function do foods have? 
29 
食の持つコミュニケーション機能をこどもたちにどのように教えていますか。 
How do you teach children the function of foods as communicating tools? 
30 
食を通じた「感性の醸成」をこどもたちにどのように教えていますか。 
How do you teach children to develop sensitivity? 
31 
小学校において、食に関わる学習活動は行われていますか。どのような学習活動ですか。 
Does school spend time for children to teach food education? What are they? 
32 
こどもたちの食に関わる体験学習の内容を教えてください。 
What experiential learning do children do which is related to foods? 
33 
牛乳や乳製品や牧場は食に関わる教育活動に活用されていますか。どのように? 
Are milk, daily products or daily farms used for children’s food education? How? 
34 
こどもたちに食と農業の関係をどのように伝えていますか。 
How do you teach children the relationship between foods and agriculture? 
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